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4.硝酸 ビスムスによるマラ,ソンの吸光光度定量法 山内正雄(員林省良薬検査所)田中文陸(全

胴迎出菜技術センター) 39.12.7 受理

マラソンの鋼杭王比色法と同様な挽作で,硫慨銅の代りに硝憩ビスムスを用いて近紫外部吸光光政定

出払を行なった.マラソンを水敢化カ.)ウムで分解して生じた K-0,0-dimethyldithiophosphate

を硝酸概性にして,硝酸ビスムスと反応させると, 327･5mFLに最大吸収を有する有機溶媒に可溶

の Bi-0,0-dimethyldithiophosphateを生ずる. これを四出化炭素で抽出して,吸光度を測定す

る｡ビスムス塩は銅塩に比べて安定なため, 分析挫作が容易である. この方法によるとマラソン含

布虫既知の試料からの回収率及び変動係数は100.0%及び 1.07%以下であった.

1. 緒 日

マラソンの分析法には銅塩比色法l~一),ポーラログ

ラフ法5-8),及び赤外線吸収スペクトル法7)等が報告さ

れているが,操作の仰班のために,もっぱら銅塩比色

紙が川いられている.しかし銅塩比色法においては,

cu-0,0-dimethyldithiophosphatecomplexがは

なはだ不安rji:であ るため,分析班作に非常な熟練を

必出とする.マラソンをアルカ1)で分解し,酸性にす

ると 0,0-dimethyldithiophosphoricacid(以下

DMDTPAと帽称する｡)を生ずる. このものは種々

の金属化合物と結合して,班泌又は塁色物Tiを作る8)｡

従って也々分析法が考えられ.雅者等もより安定な分

析法を柑るため粒々検討したが,誼虫法.容昆法を用

いては満足できる紙粒が狩られなかった.しかし硝酸

ピス ムス との反応でLLiずる皇色物TIBi-DMDTPA

は近紫外部に最大吸収をイけ ることが分り,検討の紙

凪 銅塩比色法より安定な硝酸ビスムスによる近紫外

部吸光光政疋虫法を得たので報告する･

2. 試 薬及 び装 置

2.1 語長 兆

(1) エタノール :虹石灰で脱水し,蒸留して用い

る.

(2) LJq塩化)jiI讃 .･訟紺憾 .水恨化ナトリウムWT<披

(1%)で噸次洗い,塩化かレシウムで脱水し,

蒸留してIT]いる.

(3) N/2水酸化 カリウム･エタノール桝披 :水

線化カリウム2.8gを上記エタノール 100ml中

にとかす.

(4) 2%硝酸ビスムス浴紋 :硝酸ビスムス 2gを

1:4硝酸水溶紋100mlにとかす.
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2.2 波田及び船具

(1)溶媒の取山し口を有する共栓付 300ml容三

角フラスコ

(2) ペックマン分光光度計 DU型

(3) セル :10mm シt)カセル

3. 実 験 方 法

梯準マラソンのエタノール潜紋を一定丑 (マラソン

を約0.5mgを含む)とり,エタノールで 10mlとする.

これにN/2エタノール軽水酸化力.)ウム約枚2mlを

加えて分解し,蒸留水 50m1, 四塩化炭諸壬25ml及び

2%硝酸ビスムス桁紋lmlを噸次加え振とうし,四塩

化炭素屑を分離する.これを四塩化炭芽…を対.qとして

波長 327.5mFLで吸光度を測定する.

4. 定量条件の検討

4.1 吸 収 川1線

マラソン約 0.5mgを3の火映方法により処方捜し,

吸収州1線を求めると,節1図の如くである.又同様に

して試非ブランクの吸収曲線を求めると, 280m/L以

下において,急政にブランクの吸収が増える.従って
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Fig.1. AbsorptioncurveofBi-0.0-

dimetbylditlliophosphate.
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州定紋良は.327.5m/Lの吸収柁火をmいた.

4.2 加l水分析の共作
加水分脈の先Ll'･は瓜モネ'n公IJi:JJI析班にわける場令と

全く｢8位で.これについてはすでに発出したl).加水

JJ)矧こ関する枚肘紡邪をRt約すれば.次の如くであ

ち.

(1)加水分節.試料 まN/2水恨化 カ))ウム水m淡の

代りに.N/2水恨化カ.)ウムエタノール桁紋を用いる

と吸光皮が和し,バラツキも少なくなる.

(2) 加水分解温度及び時間は,エタノールを用いる

場合には,20oC以上で矧朗的に分解されるが, メタ

ノールを用いる場合には, 40oC以上で5分旧必要で

ある.

4.3 Bi-0,0-dimethyldithiophosphatetL:成時の

共作

マラソンをアルカ.)で分節し.耶恨ビスムスだ手枕を

加えると,にごりを出三ずることがある.これは水,エ

タノール,硝憤及びm慨ビスムス等の晃的不均こうに

よると思われるので,これらの速見を求めるため実験

した.

4.3.1 エタノールの机皮 マラソン約0.4mg/mlの

エタノール約枚lmlをエタノール性水根化 カL)ウム

m披lmlで加水分節し,エタノールを 2-15mtLnえ,

吸光度を州定した.紙架は耶2図の如く,エタノール

の氾度が低いと吸光度が高くなる峨向があるが, エ

タノールの虫が 8-15ml旧ではほぼ一定伯が狩られ

る.

3

2
1

0

0
0

aUtZt2q10Sq
V

5 10
Ethylalcohol

15 20ml

Fig.2. Effectofethylalcoholcontenton
absorbance.

3

2

1

0

0

0

a
Uu
t!q
10Sq
V

0 102030 4050 75 100ml
Distilledwater

Fig.3. Effectofdistilledwaterquantity.

4･3･2 水の爪 マラソン約 0.4mgを実験方法に従

って処即し北田水の.Rを 10-100ml変化させた時の

蚊桝 を求めると, 那3図の如く20-100ml間で一定

Llltが子TJられ,それより水Rが沌少すると,にごりを生

ずる.

4･3･3 研慨の況哩 マラソン約 0.5mgを3の実験

-JJ.班に従って/J)朋し.棚 句ビスムスな5,00'代む1:4刑

鵬紋で小和後.ylに1:4市棚壁紙(2.8N)を 0.1.0.6,
1･6及び 4･6mlJ州え, 水桁披小の刑慨の肌蛇を 0-

0･194N に変化させて,その聯 陀 みた.i.1i一粒は棚空
況皮が 0･0045-0.194N闇では,ほぼ一光肌が柑られ

るが,中和したのみでは吸光度も低く,にごりをLLiず

る･なお2%硝酸俄牲硝酸ビスムス約枚 1mlを用い

た場合の慨性度は0.07Nである.

4･3･4 刑慨ビスムスの況皮 マラソン約 0.5mgを

3の火鹸方法に従って分押し,1:4硝便紋を用いて0.5

-5,%の耶内細雪性耶恨ビスムス桁紋を作り,それらを

lml加えて.肌促の脚 陀 7J･た.純栄は検討した肌艦

内では,吸光俊に変化がみられない.従って,2%m
恨ビスムスT(7枚を川いTJことは退!lJIと瓜われる.

4･4 抽川田F空と振とう相lTLJ

Bi-DMDTPAの抽山rnl身と舶とう時冊との関係に

ついて倹対した. マラソン約1.0mgを3の火験方法

に従って分解処方EL.刑恨ビスマス榊 地 JJrlえる前の

四塩化炭末を加えた分脈処刑紋を,0-20oCに促ち,

振とう抽iJl時rLlf･Jを.15-90秒変化させて吸光度を州起

した.結卿ま節1出の如く.いずれの打"11壁にわいても

振とう抽tlt時lt.:Jによる眼光I定の変化がみられないから

15秒で完全に即日Lは れることがわかる.又0-20oCrlu

にわける汚.11糾こよる柚tl伸 にはイJ意ズ三が認められな

しヽ.

Table1. Relationshipbetweentemperature
andshakingtimeforextraction.
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4.5 Bi-0.0-dimethyldithiophosphateの安定性

Bi-DMDTPAはCu-DMDTPAより安定であるが

粗度が余り高くなると槌色がすみやかになり経時変化

によって吸光度が減少する.またマラソンを分解処理

して,Bi-DMDTPAを四塩化炭素で抽出し分離した

場合と,分離せずに硝酸酸性紋と接触させておいた場
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Table2. StabilityofBi-0,0-dimethyl
dithiophospbate.

(a) Degradationincubette.
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(b) Degradationinacidsolution.
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合とにより,吸光皮の滅少串が異なると思われるので,

それぞれの吻合について.氾皮を0-30oC変化させ,

吸光政の経時変化をしらべた.抽出紋を分離する場合

には,マラソン約 0.5mgを3の突験方法にしたがっ

て抽出分離し,キューベット巾における経時変化をあu

定する.分離せぬ場合には,マラソン約 1.0mgを同

様に処刑し,刈起時lN矧 こ,キュ-ベットに必要虫だ

Te
ぐ

J
l

けとり測定した･結果は節2表の斯く,分離した場合

は分離せぬ場合よりも放分吸光度の減少率が少ないが

温度を 15oC以下にすれば約10分敵 いづれの場合に

おいても吸光度は安定である.

5. Bi-0,0-dimettLyldittliophoBptlAteの組成

Cu-DMDTPAは錯化合物であるが,Bi-DMDTPA

は m.p.137oCの黄褐色の結晶である.ベンゾール,

二硫化炭鼠 クロロホルム等によくとけるが,LTLD塩化

炭落 ユタノ-ル,メタノ-ル,エチルエーテル等には

肺 である･粧 される構造式は (E:;8> F-S)3Bi
S

で,燐及び ti'スムスの理論合有虫はそれぞれ13.66,%

及び30.71%である. Bi-DMDTPA の結晶を酸分解

し,燐及び ビスムスの分析他を求めると, それぞれ

13.34%及び29.88%であった.従って上記川淀式は正

しいものと思われる.

6. 検 量 線

以上の検討の結果,15oC以下の温度においては地

山維力も吸光皮も安定していることがわかったので,

実際に -5-15oC間の検虫線を求め, 温皮による検

虫線の変動を検討した.結恥 ま節 3表及び邦 4図の如

く,各検壷緑はいづれも原点を迫るものとみなしてさ

しつかえなく, 温度による変動も 9oCの検出線をA:

準にすれば無視することが出来る.なお桁見料こメタノ

ールを用いた場合にも,加水分解条件を変えることに

ょり,エタノールの場合と全く同様な操作で検虫線が

求められる.結果は節 4-2i及び邦 5図の如く,検定に

より原点を迫るものとみなされる.

Table3. Inspectionofcalibrationcurvebetween-5-150Cbyethylalcohol･bismuth
nitratemethod.

-p･ reg,essl｡nline PaOi:dtterreOSie,ceisisn器xis rTgrrieasnsfoenfiPn:
Slop.eof

c) (b) line(a) (S)

Standard
deviationof
intersecting
Point(sa)

Standard
deviationof
slope(sb)

5 0.6446 -0.0031

3 0.6476 -0.0060

9 0.6452 -0.0085

15 0.6396 -0.0115

Ht"Check･testing

0.0295 0.0081 0.0066

0.0112 0.0052 0.0043

0.0526 0.0111 0.0091

0.0210 0.007 0.0057

･e-p(｡C) ta-÷ t-豊碧

5
3

9

51

8

5

7

4

3

1

7

6

0

1

0

1

20

n-4, t(n-3:0.05)-3.182

n-8, t(n-6:0.05)-2.447

bl: Slopeateachtemp.

b2: Slopeat9°C
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Fig.4. Calibrationcurvebetween-5-15oC
byethylalcohol･bismuthnitratemethod.

Table4. Inspection ofcalibration curve

bymethylalcohol･bismuthnitratemethod.

_Slopeofregressionline(b) 0･6456

IntersectingpointofYaxisand
regressionline(a)

Standarddeviationfrom regres･
sionline(S)

-0.0025

0.0014

Standarddeviationofslope(S.I) 0.0012

Standarddeviationofintersecting
point(S1,)

tl=lL
Sn.

0.0018

2.07

n-8,t(n-7:0.05)-2.365
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Fig.5. Calibrationcurvebymettlylalcohoレ
bismuthnitratemetllOd.

7. 定 量 方 法

7.1 検孟線の作成

坪聯 マラソン約 0.1gを100mlの メスフラスコに

正掛 ことり,エタノールを用いて定容とする.この溶

牧10mlをとり100mlのメスフラスコに移してエタノ

ールで定容とし,この液をマラソンの標準浴液とする

(0.1mg/ml).排叩fTlf披10mlを三P]フラスコ(界爪300)

mlにとり, [1q脱化1.Lai'.125ml.苅m水 50m1.2%刑

概ビスムス桁紋1m1,N/2水根化カl)ウム柄紋2mlを

唄に加え,カラン付の托なつけて20秒ItU激しくふりま

ぜ,四駄化伏訪洞 をとF). 披･Li327.5m/Lにおける槻

光度を51EJ起する+.別に同様のJJ-法で34!.ti的な5-Jない,

このtltiを諾ミ引いて.遊離ジメチルジチオ燐慨による吸

光度を求める.次に捺印岬手放2.5m1,5ml,7.5m1.10

mlをそれぞれ三角フラスコ(容量 300ml)にとり.エ

タノールを用いて,全容を10mlとする.これに N/2

エタノール性水慨化 カt)ウム溶紋2mlを加えて,ゆ

るやかにふりまぜ,20-25oCで2分間放置する.こ

れに蒸留水 50ml, 四塩化炭素25m1,2%硝酸ビスム

ス桁紋 lmlを唄に加えて20秒間激しくふりまぜ,四

取化炭宗田をとり,波長 327.5mFLKおける吸光度を

nrJ正し,上記'空.試験の肌を託引いて,全ジメチルジチ

オ燐概による吸光度を求める.妃にそれぞれの全ジメ

チルジチオ梯他による吸光促から,対応する迎耶ジメ

チルジチ刑期掛こよる吸光FB:な苑引いて枚PTR緑を作成

する.

7.2 粉剤の分析
マラソン約 5mgを含む試料を100mlのメスフラス

コに正確にはかりとり,エタノール約 50mlを加えて

良くふりまぜ,エタノールを用いて定容とし,これを

試料溶液とする.試料桁披 10mlを三角フラスコ (容

虫300ml)にとり,N/2エタノール性水酸化カ1)ウム

浴液 2mlを加えてゆるやかにふりまぜ,20-25oC
で2分間放円する.以下検爪繰の場合と同様に操作し

試料m耽 10mlを用いて行なった空試験の他を丑引き

秩_T;t緑よりマラソンのTT分碑乙を計罪する.

7.3 乳剤の分析

マラソン約 50mgを含む試料を 100mlのメスフラ

スコに正確にとり.エタノールを用いて定容とする･

この溶液 10mlをとり,100mlのメスフラスコに移し,

ェクノールを用いて定容とし, これを試料溶液とす

る.試料溶液 10mlをとり,粉剤の場合と同様に操作

し,マラソンの百分率を算出する.

7.4 メタノールを用いた場合の定流法

摂生即こメタノールを用いる場合には,N/2メタノー

ル性水慨化カ.)ウム桁紋を用い. 45oCで7分間加水

JJ1㍍することにより.以枚の耕作はエタノールの場合

と欠く同様である.

*僻考 :遊離ジメチルジチオ燐軌 こよる吸光度を求

めるとき,試料溶枚に四塩化炭素を加え,苅田水

N/2エタノール性水敢他力1)ウム再校及び2,Ov'刑

酸ビスムス溶液は別の容群で混合し,測定屯fmに

両者を合して振とう抽出すれば失敗がない.
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Table5. Recoveryofmalatbionfrom formulatedsamplesbybismuthnitratemethod
andofficialmethod.

1. Ethylalcohol･bismuthnitratemethod.

Sample

No.

一1
2
3
4
5

Mean

Paracolemulsifiable
concentrate

(malathion:54.4%)
malathion Recovery
Found(%) (%)

54.3 99.8

54.2 99.6
54.6 100.4

54.5 100.2

54.5 100.2

54.4 100.0

Standarddeviation 0.166

coefficientofvariance(%) 0.305

Sorpolemulsifiable Newkalgenemulsifiable
concentrate concentrate

(malathion:53.9%) (malathion:54.2%)
malathion Recovery malathion Recovery

Found(%) (%) Found(%) (%)

53.8 99.8 53.8 99.3

52.9
53.6

54.5

53.8

53.7

0.573

1.067

1
4

1

8

6

8
9

1

9

9

9
9

0

9

9

日り

54.0 99.6

54.0 99.6

53.7 99.1

53.9 99.4

53.9 99.4

0.132

0.245

Sample Talcdust(malathion:2.04%) Claydust

malathion
Found(%)

Mean

2.05

2.04
2.07

2.05

2.05

2.05

Standarddeviation 0.0109

coefficientofvariance(%) 0.532

Re(C76V)err FTuaLadth(i還vn) Re(C?6V)err

5

0

4

5

5

5

00

00

01

00

00

00

1

1

1

1

1

1

2. MethylalcohoLbismuthnitratemethod.

Sample

1

2

3

4

5

Paracolemulsifiable
concentrate

(malathion:54.4%)
malathion Recovery
Found(%)

Mean

Standarddeviation

coefficientofvariance(%)

Mean

2.22 100.0

2.21 99.5

2.24 100.9

2.24 100.9

2.25 101.4

2.23 100.5
0.0166

0.744

Sorpolemulsifiable Newkalgen
concentrate concentrate

(malathion:53･9%) (malathion:54.2%)
malathion ･Recovery malathion Recovery
Found(%) (%) Found(%) (%)

54.8 100.7

54.3 99.8

54.4 100.0

54.7 100.6

54.2 99.6

0
7
6

7

5

2
4

54
0

0

100.1

54

54

㍊

fB
53

53

0

0

0 100.2 53.8

0 100.2

4 99.1

7 99.6

9 100.0

60

幻

8

2

4

99.8

5

0

o

o

5

0

1

26

49

54

54

54
54

54
0

0

3

6

6

6

6

7

99

99

99

00

99

99

r:

Sample Talcdust(malathion:2.04%) Claydust(malathion:2.22%)

malathion Recovery malathion Recovery
(%) Found(%) (形)

101.0 2.18 98.2

101.4 2.21 99.5

100.5 2.20 99.1

100.0 2.20 99.1

101.0 2.21 99.5

101.0 2.20 99.1
0.012

0.545

N｡

丁

2
3
4
5

Found(%)

2.06
2.07

2.05

2.04

2.06

2.06

Standarddeviation 0.012

coefficientofvariance(%) 0.583
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3. Officialmethod.

Sample

No.

1

2

3

4

5

Mean

防 虫 科 学 第 30 巻-Ⅰ

!mulsifiable SorpolemlJ
concentrate

(malathion:54.4%)
malatl一ion Recovery

Found(形) _(形)
54.8 100.7
54.0 99.3
53.5 98.3
54.1 99.4
54.6 100.4
54.2 99.6

Standarddeviation 0.515

coefficientofvariance(%) 0.950

1
2
3
4

5

concentrate concentrate
(malathion:53.9%) (malathion:54.2%)
malathion Recovery malathion Recovery

Found(%) '(%)Found(形) ーJ %)
53.3 98.9
53.6 99.4
53.8 99.8
53.4 99.1
53.4 99.1
53.5 99.3
0.200
0.374

54.2 100.0
54.2 100.0
54.4 100.4
54.4 100.7
54.7 /100.9
54.4 100.4
0.206
0.379

Sample Talcdust(malathion:2.04%) Claydust(malatllion:2.22%)

malathion Recovery
Found(%) (形)

malathion
Found(%)

Recovery
(形)

Mean

Standarddeviation

coefficientofvariance(形)

2.06
2.03
2.03
2.06
2.08
2.05
0.015
0.732

0
5
5
0
0
5

01
99
99
ol
02
的

‖U

tH
r:
:

8. 回 収 試 験

以上の定免法をJT]いて粉剤,乳剤について.マラソ

ン含有茄既知の試料を作 り,回収率及び約度を求め,

公定法と比較した.乳剤に用いた乳化剤は,Paraco1-

910,Newkalgen252-G2及 び Sorpo1200の3和 で

マラソン含有銃を,それぞれ54.4%,54.2%及び53.9

%に調合した.粉剤に用いた増血剤は刑洲タルク及び

クレーの2和で,マラソン含有宛を,それぞれ2.04%

及び2.22,%に調合した.但しクレー粉剤には分節防止

剤として,P.A.P.★を1%加えた.結果は節5表の

如く,乳剤及び粉剤を通しての回収率及び変動係数は

ェクノールを用いた場合には 100.0%,1.07%,メタ

ノールを用いた場合には99.9%.0.6%, 公定法にお

いては,100.0,%,0.95,%である.従って硝慨ビスム

スによる吸光光度疋爪u三は公正はと同でのfJ'S俊及びTT:

柵さを布することが分ろ.

9. 摘 要

マラソンの公定分析法と同様な操作で,硝慨ビスム

スによる近県外部吸光光度定量法を行なった.

1.加水分節の条件は公定法の場合と同様である.

●Isopropylacidphosphate

1
2
2
3

4
2
t2
∽

2
2
2
2
2
2
0
5

2
2
2
2

2
2
0
0

99.5
100.0
100.0
loo.5
100.9
100.0

硝頼ビスムスを反応させるときの先作は,刑概況庇が

0.0045-0.194N,刑恨 Lfスムス桁紋の況庇は0.5-5

,%まで吸光度に変化なく'R起である.

2.拭とう抽zl川IjrltJは15秒で光了し.90砂粒とうし

ても吸光度に変化がない. 又Di-DMDTPAは Cu-

DMDTPAより安正で,抽Il俄 15oC以下で10分T札

吸光度の経時変化が殆んどない.

3.Bi-DMDTPA は Cu-DMDTPA の如く弼瓜で

なく･(cc:;8>ぎーS)aBiの鵬 式を有するものと瓜
S

われる.

4.検景緑は9oCをlLt畔にとれば.-5oCから15oC
まで,温度による変動に有志芸三がみられない.

5.乳剤及び粉剤に対するFl1収埠ミ及び変動係数は公

;i:班と閃印度で.エタノールをJTlいた吻合は100.0%,

1.07,%. メタノールを用いた場合は'99.9%,0.6%,

公だ法では100.0,%,0.95,%である.
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Summary

Thespectrophotometricdeterminationofmala･

thionwithbismuthnitratehasbeeninvestigated

andcomparedwiththecolorimetricmethodwith

cuppersulfate recognized to be an official

methodinJapan.

Theanalyticalprocedureisasfollows;about

0.5mgofmalathioninlOmlofethylalcoholis

decomposedby2mlofド/2ethanolicpotassium

hydroxideat20-25oC ina300mlflaskwitha

JOInCap.Afterdecompositionfor2minutes.50ml

oEdistilledwater.lmlof2% bismuthnitratein

2.8N nitricacid solution and25mlofcarbon

tetrachloride are added,and the mixture is

shakenvlgOrOuSlyfor20seconds.Aftercarbon

tetrachlorideisseparated.thefLaskwithjointcap

isturned,andthesolventlayeristransfered

intoacell(lcmthickness)throughtheexitof

thecap. Absorbanceismeasuredat327.5m〃

withinlOminutesatlesst】lan150CbyapllOtO･

electriccolorimeteragainstcarbontetrachloride.

Atthesametime,theabsorbancecorresponding

tofree,0,0-dimethyldithiopbosphoricacidcon･

tainedinsamplesolutionismeasured.Correction

ismadefrom theabsorbanceoftotal0,0-di一

methyldithiophosphoricacidbysubtractingthe

absorbamceoffreeacid. Theamountofmala･

thionwascalculatedfrom acalibrationcurve

obtainedbythesameprocedure.

Methylalcoholisalsoapplicableasasolvent,

byfollowingthesameprocedureasintheCase

ofethylalcoholafterdecompositionofmalatllion

byN/2methanolicpotassiumhydroxideat45oC
for7minutes.

Therecoveriesandcoefficientsofvariances

werecomparedbetweenbismuthnitratemethod

andtheofficialoneforanalysisofmalathion

emulsifiableconcentratesanddusts.

Thus,therecoveryandtheprecisionofthe

proposedmethodarecoincidedwiththeseofthe

officialone.Furthermore.theprocedureiseasy

tocarryout.becauseBi-0,0-dimethyldithio･

phosphateismorestablethancuppercomplex.

Therefore,thismethod is recommended for

analysisofformulatedmalathionproducts,

DiELerenceinSusceptibi)ityoftheSexe80日heGermanCockroach,BtatettageTmaTlicaL.,

toB-1946,withSpecialReferencetotheE8tim&tionoEtheDo88ge一九IortalityCurvefrom

theIndividualRecords. StudiesontheBiologicalAssayofInsecticides.XLIX. Sumio

N̂oASAWAandMichiyoSIIIBA(IharaAgriculturalChemicalsInstitute,Shimizu,ShizuokaPref.)

ReceivedJam.23,Botyu-Kagaku,30,24,1965(withEnglishSummary.29)

5. チャバネゴキブリの雌雄の B-1946にたいする感受性の相違,とくに個体別記掛 こもと

づ く薬量一致死率回帰直線の算定について 殺虫剤の生物試験に関する研完 節49報 長沢純夫 ･

柴三千代 (イハラ良薬研究所)40.1.23受現

個体別に投･li兆銃をかえてその生死をai3録する方法によって,チャバネゴキプ')の噸雄の B-1946

に対する感受性の相違を比較した. B-1946のチャパネゴキプt)に対するLDBOは, 雌 0･10375/Lg/

mg,堆 0.06340FLg/mgで,矧 ま雌にくらべて1.64倍感受性であった.同じ火験ru録を体重を考hir

せず 1個体あたりの薬丑によって舛計し, それか ら許定されたLD.o(FLg/roach)杏,用いた個体の

平均体誼で割った結果は,雌 0･11146FLg/mg,堆0･06400〝g/mgとなり,雄の感受性は確より1.74

Ltf訪い舶来をしめした. この僅かの差は体重を考慮しない 1個体あたりの共立にもとづいて如計し

たための相成の低下によるものと考えられる.
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